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令和６年度　相談支援部会　報告書
	第１回相談支援部会

	　日時：令和６年５月２０日（月）　午前９時３０分～午前１１時３０分

	　会場：品川介護福祉専門学校５階　特別講習室

	

	　概要：

	１．地域自立支援協議会および相談支援部会について

	　　地域自立支援協議会の設置目的や今年度のスケジュールを確認した。

	また、相談支援部会の位置づけの確認を行った。

	２．地域生活移行に関する取り組みについて

	（１）グループホームへの地域生活移行に向けての取り組み状況の共有
・体験利用の際に、通所先の送迎ルートの組み直しが難しい場合があり、やむなく家族や後見人、相談支援専門員で調整し対応した。
・グループホーム見学時に、前向きな意向を示した方が体験利用に至らなかったが、別のグループホームを目指すことにも前向きになり、地域移行のきっかけとなった。
・今回の応募をきっかけに、日中活動先を検討し、入所先以外の通所事業所へ繋がった。

	（２）地域移行後の事例共有
　前回報告があった、18歳で区外児童施設から、区内グループホームへ移行した方の現状について。
・良かったこと
児童施設と比べて自由が増えた。
生まれ育った品川区に戻れたこと、移動支援等のサポートにより、土地勘のあった生活を取り戻して楽しんでいる。
・課題
　児童施設の保護的な支援から、大人として自立を促す支援に移行し、自己決定や意思決定の支援が必要。
地域生活のルールの習得が必要。
・対応
児童施設にいた時からの課題が顕著に出てきたため、カンファレンスを実施し、関係者がチームとなり支援を継続している。

	３．ひきこもり支援に関する取り組みについて

	（１）グループワーク

	あったらいい社会資源や仕組みについて、提案や他自治体の取り組み情報を持ち寄り、品川区での取り組み案を協議後、各グループから発表した。　

	1 他自治体の取り組みの共有
・ひきこもり支援センターを設置。
・ひきこもり相談専門ダイヤルを設置。
・メタバース空間（オンライン）で対話を行う居場所づくり。
・WEBまんがやYouTubeを作成し、ホームページに掲載する。
・ホームページの相談窓口に、支援機関向けのページを作成。
・ひきこもりサポーター講座の実施。

	2 品川区での取り組みについて
・ひきこもり相談向けの専門窓口（年齢・障害を問わない）があると分かりやすい。
・ひきこもり支援のホームページを作成してはどうか。
・オンラインで支援につながる機会があるとよい。
・家族会などの繋がれる場があるとよい。
・区報やケーブルテレビなどで、ひきこもり支援を取り上げてPRを行ってはどうか。
・支援側がひきこもり支援のための社会資源について学ぶ必要がある。

	3 今後の取り組みについて
品川区で何から取り組むか、何ができるかを整理する。

	出席：部会長：品川区東品川障害者相談支援センター長
　　　　部会員：１．品川区旗の台障害児者相談支援センター
　　　　　　　　２．品川区東品川障害者相談支援センター
　　　　　　　　３．品川区南品川障害児者相談支援センター
　　　　　　　　４．品川区精神障害者地域生活支援センター
　　　　　　　　５．品川区発達障害児者相談支援センター
　　　　　　　　６．インクル南品川障害者相談支援センター
　　　　　　　　７．相談支援事業所スタンドアウト品川　　
　　　　　　　　８．福は家相談室品川
　　　　　　　　９．品川区中延障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　10．品川区東品川障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　11．品川区大井第二障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　12．品川区西五反田障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　13．品川区八潮障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　14．品川区荏原障害者計画相談支援事業所

	

	第１回相談支援部会後の取り組み状況

	１．地域生活移行に関する取り組みについて

	（１）進捗有の状況

	1 調整・支援継続中　　　１２名
・家族の意向確認・意思決定支援により具体的検討中……２名
・グループホーム申し込み等進めている　　　　　　……６名
・グループホーム入居済（２月１名、３月１名、４月１名）…３名
２月入居者：６５歳。未就学時より区外児童施設入所し、そのまま同法人成人施設を利用。同法人のグループホームへ移行。
３月入居者：１８歳。区外児童施設から、区内グループホームへ移行。
４月入居者：５８歳。４１歳（平成１９年）から区外施設を利用。４月開設の同法人のグループホームへ移行。
・自宅へ移行　区外施設から品川区の実家へ移行　　……１名
②体調変化・希望変化等　２６名
体調変化で治療中・入院中　　　　　　　　　　　　……５名
意思決定支援の取り組みを続けた結果、本人希望せず…１３名
家族が施設入所を希望　　　　　　　　　　　　　　……８名
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